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１９２６（大正１５・昭和 １）年  －大正天皇崩御(12/25)－ 

◆社会：ｱﾑﾝｾﾞﾝ大佐－飛行船『ﾉﾙｹﾞ号』北極横断成功。 

◇ﾃﾆｽ ：ﾃﾞﾋﾞｽｶｯﾌﾟ－北米ｿﾞｰﾝ優勝(原田、俵等)、 

原田は米ﾗﾝｷﾝｸﾞ３位。ｲﾝﾀｰｿﾞｰﾝ 仏に敗退。 

原田はﾗｺｽﾃ.ｺｼｪに勝。 

(今村嘉雄編｢体育史資料年表｣不味堂書店刊) 

第1回【関西学生大学対抗庭球ﾄｰﾅﾒﾝﾄ】( /  ～ /  ) 
◇本学ﾃﾆｽ：京都学生庭球連盟-秋季ﾘｰｸﾞ-○ 7-2三高 (泉･田村･ 

篠瀬･沖･射延･川廷･沖･篠瀬･田村･川廷･泉･射延)、○7-2龍大 

(古川･大畑･篠瀬･沖･射延･川廷･古川･岸本･沖･篠瀬･泉)、 

予科ﾁｰﾑ(篠瀬･沖･古川･大畑) ○5-0立命大、○3-2大谷大、 

優勝戦(古川･大畑･篠瀬･沖･射延･川廷･古川･沖･篠瀬･川廷･泉) 

○6-3京都高織を連覇し、京都専門学校を制覇。 

(泉･田村･篠瀬･沖･射延･川廷･古川･大畑など) 

(同志社新聞2号S 2/  刊) 

 

１９２６（大正１５・昭和 １）年 

【関西学生庭球選手権】第２回 

       （ ９月１７日～    ） 
(男子シングルス) 

▽５回戦 
射延 治郎   ６－３ ６－４   井上   (関 学) 
▽準々決勝  
射延 治郎   ２－６ １－６    中村 (文) (関 学) 
(男子ダブルス) 

▽準々決勝 
篠瀬・沖    ４－６ ４－６   中村・井上(関 学) 
田村・望月   ０－６ １－６   佐藤・秋元(関 学) 
射延・川廷   ２－６ ３－６   川上・遠藤(京 大) 
 
１９２６（大正１５・昭和 １）年 

【全京都学生庭球連盟秋季リーグ戦】 

           （１０月  日～    ） 
   ○ 同志社 ７ (複３－０ 単４－２) ２ 三高 

（ダブルス） 

   ○泉 ・田村 ６－３ ６－４     鈴木・水口 
   ○篠瀬・沖  ６－４ ６－３     大本・四本 
     ○射延・川廷 ６－１ ６－０     天川・大原 
（シングルス） 
     ○沖     ６－０ ６－２     水口 
     ○篠瀬 秀雄 ６－３ ６－３     鈴木 
     ×田村豊三郎 １－６ ２－６     四本 
     ○川廷善一郎 ６－３ ６－４     大本 
     ×泉     ０－６ ４－６     大原 
     ○射延 治郎 ６－１ ６－１     天川 
 

     ○ 同志社 ７（複３－０ 単４－２）２ 龍谷大 

（ダブルス） 

   ○古川・大畑 ６－３ ６－３     岡 ・波北 
   ○篠瀬・沖  ６－３ ７－５     寺尾・明山 
     ○射延・川廷 ８－６ ７－５     島田・上司 
（シングルス） 
     ○古川直二郎 ６－２ ６－３     岡 
     ×岸本 秀夫 １－６ ７－５ ３－６ 波北 
     ○沖     ９－７ ６－３     明山 
     ×篠瀬 秀雄 ６－４ ３－６ ３－６ 寺尾 
     ○泉     ６－３ ２－６ ６－１ 島田 
     ○射延 治郎      棄権      土可 

 

     ○ 予科  ５ (複    単   ) ０ 立命大 

（ダブルス） 

（シングルス）大畑 古川 沖  篠瀬 

     ○ 予科  ３（複    単   ）２ 大谷大 

（ダブルス） 

（シングルス）大畑 古川 沖  篠瀬 

▽決 勝〈優 勝〉 

   ○ 同志社 ６（複１－２ 単５－１）３ 京都高専 

（ダブルス） 

   ×古川・大畑 ３－６ ２－６     山田・高井 
   ×篠瀬・沖  ６－３ ３－６ ４－６ 石崎・川畑 
     ○射延・川廷 ６－０ ６－３     今村・石川 
（シングルス） 
     ○古川直二郎 ６－３ ６－１     石川 
     ×沖     ６－０ ８－６     山田 
     ○篠瀬 秀雄 ６－３ ６－０     川畑 
     ×川廷善一郎 １－６ ６－８     石崎 
     ○泉     ６－３ ６－４     高井 
     ○射延 治郎 ６－４ ８－６      今村 
              （以上 同志社新聞 第 ２ 号） 

 

１９２７（昭和 ２）年 

◆社会：金融恐慌始まる(4/21～)－株式大暴落(4/22)。 

        ﾘﾝﾄﾞﾊﾞｰｸﾞ太西洋無着陸横断飛行(5/21)。 

       日本初の地下鉄開通(浅草-上野)(12/30)。 

◇ﾃﾆｽ ：ﾃﾞ杯－ｲﾝﾀｰｿﾞｰﾝ決勝仏に0-5で敗退(8/25～8/27)。 

ﾊﾜｲの女子庭球選手 森分徳子(9/30～11/9)来日。 

◇本学ﾃﾆｽ：大学学友会庭球部新役員決定-部長：山田貞夫、理事： 

今井和夫、委員：射延次郎、安藤光治(1/)(学友会傘下-語学部, 

音楽部,絵画部,野球部,庭球部,蹴球部,藍球部,柔道部,剣道部, 

相撲部,陸上競技部,弓道部,端艇部,水泳部,馬術部)なお、高商 

学友会庭球部も別途あった(1/ )。(同志社新聞2号S 2/1 刊) 

高商庭球部役員 (部長：林教授、理事：谷 章平 委員： 

田村豊三郎、望月 寛一)(1/ )。 (同志社新聞2号S 2/1 刊) 

庭球部を称し今やわれ等大活動の初頭に立つに至れり。 

同志社大学開校と相待ちてこの機運に際会したるわれ等意気上

がる。本学期よりｺｰﾄ 3面新設。と記述する(5/ )。 

大学庭球部-京都連盟ﾄｰﾅﾒﾝﾄ単複優勝(1 回戦-隠岐,篠瀬,射延,

安藤,澤川,沖,古川,4回戦-射延,川廷,田村,戸川,沖,準決勝- 

沖,田村,射延,決勝-射延,沖,複準決勝-射延･川廷,篠瀬･沖, 

古川･隠岐,優勝-射延･川廷)。なお、先立つ関西学生ﾄｰﾅﾒﾝﾄでも 

好成績を収めたと記載。       (同志社新聞13号S 2/10 刊) 

大学庭球部-全京都学生春季ﾄｰﾅﾒﾝﾄ(単-川廷,篠瀬,沖,田村, 

古川,隠岐,八木,戸川,武井,出場,八木準決勝で惜敗、沖4回戦 

で敗退、複振るわず敗退。    (同志社新聞24号S 3/6  刊) 

大学庭球部-8月に10日間,浜の宮ｺｰﾄで合宿し全日本庭球選手権 

に備える。            (同志社新聞25号S 3/7  刊) 

大学庭球部京都連盟ﾄｰﾅﾒﾝﾄ－単(射延) 複(射延･川廷)優勝。 

(10/ )。                    (同志社新聞13号S 2刊) 

 

１９２７（昭和 ２）年 

【毎日全日本庭球トーナメント】第６回（【毎日庭球選手権】） 

（ ４月 ４日～１２日 浜寺・甲子園・神崎川） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
篠瀬 秀雄(同大)   １－６ ０－６   上原 (関 学) 
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１９２７（昭和 ２）年 

【関西学生庭球選手権】第３回 

       （ ９月１３日～    ） 
(男子シングルス) 

▽準々決勝 
射延 治郎   ２－６ １－６   森川 (高) (関 学) 
(男子ダブルス) 

▽準々決勝 
射延・川廷   ６－０ ６－４   中村・加藤(関 学) 
▽準決勝 
射延・川廷 ２－６ ２－６ ２－６ 上原・神代(関 学) 
 

１９２７（昭和 ２）年 

【全京都学生庭球連盟秋季トーナメント】 

           （１０月  日～    ） 
(男子シングルス) 

▽１回戦 
三窪岐   ６－１ ３－６ ３－６ 水口 (三 高) 
篠瀬 秀雄   ６－０ ６－０   高橋 (高 工) 
射延 治郎   ６－２ ６－１   望月 (同 商) 
安藤         棄権           澤田 (高 蚕) 
川廷善一郎   ６－３ ６－４   田井 (三 高) 
戸川 保之   ６－１ ６－１   古川 (龍 大) 
沖          棄権           木下 (龍 大) 
古川直二郎   ６－４ ６－３   田中 (立 大) 
八木千代三 ４－６ ６－１ ６－８ 四本 (三 高) 
▽２回戦 
射延 治郎      棄権      篠瀬  秀雄(同大) 
安藤      ９－７ 11－９      吉藤 (谷 大) 
川廷善一郎   ６－１ ６－０   池田 (龍 大) 
戸川 保之   ６－０ ６－０   橘  (龍 大) 
沖       ６－１ ６－２    角山 (立 大) 
古川直二郎   ６－４ ６－０   小笠原(谷 大) 
▽３回戦 
射延 治郎   ６－０ ６－１   篭谷 (三 高) 
川廷善一郎   ３－６  棄権   安藤   (同大) 
戸川 保之   ６－４ ８－６   本多 (谷 大) 
沖     ６－４ ４－６ 棄権 古川直二郎(同大) 
▽４回戦 
射延 治郎      棄権    川廷善一郎(同大) 
戸川 保之   ２－６ ２－６   田村 (同 商) 
沖       ６－４ ６－２   高屋 (医 大) 
▽準決勝 
沖     ９-７ ６-２ ３-６ ６-４ 田村 (同 商) 
射延 治郎 1-6  6-1  6-3  4-6  6-1 水口 (三 高) 
▽決 勝  射延治郎(同大)〈優 勝〉中止〈準優勝〉沖  (同大) 
(男子ダブルス) 

▽１回戦 
八木・戸川   ４－６ ３－６   四本・水口(三 高) 
篠瀬・沖    ６－２ ７－５   角山・田中(立 大) 
射延・川廷      棄権        末松・村瀬(立 大) 
古川・隠岐   ６－４ ６－２   石川・松尾(高 蚕) 
▽２回戦 
篠瀬・沖    ６－３ ６－３   望月・浅井(同 商) 
射延・川廷   ６－２ ６－４   田村・由良(同 商) 
古川・隠岐   ６－４ ６－４   山田・高屋(医 大) 
▽準決勝 
篠瀬・沖   ３-６ ６-８ ６-２ ０-６ 四本・水口(三 高) 

射延・川廷 ６－３ 10－８  棄権  古川・隠岐(同 大) 
▽決 勝 
射延・川廷 ６－４ ６－４ ６－４ 四本・水口(三 高) 
〈優 勝〉 

             （以上 同志社新聞 第１３号） 

 

１９２７（昭和 ２）年 

【全日本庭球選手権】第６回 

           （１１月６日～１５日 甲子園・浜寺） 
(男子ダブルス)（Ｂ－３２） 

▽１回戦 
射延・川廷(同大)       def       保田・野沢(商 大) 
▽２回戦 
射延・川廷(同大) 4-6  6-2  5-7  6-2  2-6 鳥山・大藪(大阪ク) 
 

１９２８（昭和 ３）年 

◆社会：銀行法実施(1/1)。川上 肇､京大免職。 

  第１回 普通選挙(第16回衆議院)(2/20)。 

        関東軍､列車爆破で張作霖爆殺。 

◇SPT ：第２回 冬季五輪ｻﾝﾓﾘｯﾂ大会(2/11～2/19)。 

       第９回 ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ五輪(7/28～8/12)－日本初金ﾒﾀﾞﾙ獲得。 

      (三段跳-織田幹雄 二百平-鶴田義行  八百-人見絹江-銀) 

◇ﾃﾆｽ ：【関西大学対抗庭球ﾄｰﾅﾒﾝﾄ】    ｱﾝﾂｰｶｰｺｰﾄ出現 

◆本   学：有終館出火消失、総長理事全員辞職。 

◇本学ﾃﾆｽ：大学庭球部－【定期戦】第1回 対 立教大学戦 

(6月  日･ 日同志社) 4－5惜敗 (複-古川･隠岐、沖･八木、 

川廷･篠瀬、単-八木、隠岐、古川、田村、沖、篠瀬)。 

      (同志社新聞27号S 3/9 刊) 

大学庭球部 全京都学生春季ﾄｰﾅﾒﾝﾄB4八木(同志社新聞24号S3刊) 

大学庭球部8/浜の宮ｺｰﾄで合宿全日本準備(同志社新聞25号S3刊) 

関西庭球ｲﾝｶﾚ-秋季ﾄｰﾅﾒﾝﾄ出場選手-記載(篠瀬、田村、沖、吉川、 

隠岐、古川、戸川、豊村)。      (同志社新聞28号S 3/10刊) 

 

１９２８（昭和 ３）年 

【関西大学対抗庭球トーナメント】 

         （  月  日～    ） 
＜男子＞ 

▽準々決勝 
     × 同志社 ３（複０－３ 単３－３）６ 関 大 
（ダブルス） 

Ｎo１×川廷・篠瀬 ４－６ ５－７     戎 ・若林 
Ｎo２×古川・隠岐 ６－４ ３－６ １－６ 鎌田・清水 
Ｎo３×八木・戸川 ６－８ ６－３ ４－６ 中村・永田 
（シングルス） 
Ｎo１×岸本 秀夫 ０－６ ０－６     戎   肇 
Ｎo２×川廷善一郎 ３－６ ０－６     後藤 
Ｎo３○篠瀬 秀雄 ６－３ ６－４     中村 
Ｎo４×古川直二郎 ２－６ １－６     鎌田 
Ｎo５○八木千代三 ７－５ ７－５     平池 
Ｎo６○隠岐 貞夫 ６－３ ７－５     清水 
 

１９２８（昭和 ３）年 

【定期戦】第１回  対 立教大学戦 

           （ ６月  日・  日 同志社） 

     × 同志社 ４（複１－２ 単３－３）５ 立教大 

 (ダブルス) 

Ｎo１×川廷・篠瀬 2－6 7－5 2－6 3－6  森 ・宇野 
Ｎo２×沖 ・八木  4-6 6-4  6-4 4-6 4-6  北原・松尾 
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Ｎo３○古川・隠岐 ６－２ ６－４ ６－２ 高橋・中島 
 (シングルス) 
Ｎo１×篠瀬 秀雄 １－６ ２－６ ０－６  森 
Ｎo２○沖      5-7 6-4 8-6  2-6  6-2  橋本 
Ｎo３×田村豊三郎 ２－６ ３－６ ２－６  宇野 
Ｎo４×古川直二郎  ３-６ ４-６ ６-１ 13-15  松尾 
Ｎo５○隠岐 貞夫 ６－３ ６－４ ６－３  北原 
Ｎo６○八木千代三 ６－４ ６－１ ６－４ 高橋 
          （以上 同志社新聞 第２７･２８号） 

『田村豊三郎氏にポイントがかかり、負けてコートの上で、 
寝転んで、両手、両足をバタバタして、泣いた。』事で有名 
又、田村豊三郎氏は、自宅にコートがあり、現役がよく、 
プレーをさせて頂いたそうです。 
              （Ｓ21年卒 島図博次氏談） 
 

１９２８（昭和 ３）年 

【毎日全日本庭球トーナメント】第７回（【毎日庭球選手権】） 

      （ ４月 ９日～１５日 浜寺・甲子園） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
浦井   (同大)   ３－６ ０－６   上原 (関 学) 
古川直二郎(同大)   ８－６ ６－４   木戸 (関 大) 
 

１９２８（昭和 ３）年 

【関西庭球選手権】第７回 

     （ ５月１３日～ 甲子園・浜寺・他） 
(男子シングルス) 

▽４回戦 
隠岐 貞夫(同大)   ４－６ １－６   秋元 (関 学) 
 

１９２８（昭和 ３）年 

【全京都学生庭球連盟春季トーナメント】 

           （ ６月  日～    ） 
(男子シングルス) 

▽１回戦 川廷  篠瀬  沖 田村  古川  隠岐 八木  戸川 
      武井 
▽４回戦  沖   八木 
▽準決勝  八木 
             （以上 同志社新聞 第２４号） 

 
１９２８（昭和 ３）年 

【関西庭球インターカレッジ秋季トーナメント】 

       （ ９月  日～    ） 
(男子シングルス) 

▽１回戦 篠瀬 田村 沖  吉川 隠岐 古川 戸川 豊村 
(男子ダブルス) 

▽１回戦 川廷・篠瀬 沖 ・八木 隠岐・古川 戸川・豊村 
 

１９２８（昭和 ３）年 

【関西学生庭球選手権】第４回 

      （１１月 ４日～ 三高・同大・甲子園） 
(男子シングルス) 

▽４回戦 
豊村 光雄   ０－６ ３－６   森川 (高) (関 学) 
浅井    ３－６ ７－５ ３－６ 中村   (関 学) 
古川直二郎   １－６ ０－６   戎    (関 大) 
▽５回戦 
田村豊三郎   ４－６ ２－６   上原    (関 学) 

(男子ダブルス) 

▽準々決勝 
古川・隠岐      def      吉岡・森川(関 学) 
 

１９２９（昭和 ４）年 

◆社会：ﾆｭｰﾖｰｸ株式大暴落(世界恐慌の始まり)(10/24)。 

       ｿ連､ｽﾀｰﾘﾝ独裁体制確立。山本宣治､暗殺される。 

産業合理化政策本格的に始まる。 

◇ﾃﾆｽ ：第１回【全日本学生庭球選手権】(8/18～ 早大 上井草) 

◆本   学：高等商業部(商業学校).岩倉に移転。(同志社新聞  号)  

 大工原銀太郎(第９代)－総長に就任。 

◇本学ﾃﾆｽ：大学学友会庭球部役員(部長:山田貞夫、理事:布川巌、 

委員：川廷善一郎､ 篠瀬秀雄)。  (同志社新聞   号S 4/1 刊) 

 

１９２９（昭和 ４）年 

【定期戦】第２回  対 立教大学戦 

           （  月  日・  日 ） 
   × 同志社  （複 －  単 － ）  立教大 

 (ダブルス) 川廷・篠瀬 

 (シングルス)川廷 篠瀬 

 

１９２９（昭和 ４）年 

【毎日庭球選手権】第８回 

    （ ４月 ９日～１６日 甲子園・浜寺） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
由良  (同高商)   ６－８ ４－６   中村 (関 学) 
(男子ダブルス) 

▽３回戦 
布川・古川(同大)   ０－６ ０－６   上原・神代(関 学) 
 
１９２９（昭和 ４）年 

第１回【全日本学生庭球選手権】(8/18～早大 上井草) 
  (男子シングルス)（Ｂ－   ）(男子ダブルス)（Ｂ－  ） 

 

１９２９（昭和 ４）年 

【関西庭球選手権】第８回 

       （ ８月２８日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽４回戦 
古川直二郎(同大)   ０－６ ４－６   桑原 (神商大) 
 

１９２９（昭和 ４）年 

【関西学生庭球選手権】第５回 

       （ ９月１４日～    甲子園） 
 (男子ダブルス) 

▽４回戦 
川廷・八木   ２－６ ２－６   戎 ・長棟(関 大) 
 

１９２９（昭和 ４）年 

【全日本庭球選手権】第８回 

           （１１月 ５日～１６日 甲子園） 
(男子シングルス)（Ｂ－６４） 

▽１回戦 
八木千代三(同大)  ５-７ ６-１ 11-９ ６-３ 山瀬  (東京大) 
▽２回戦 
八木千代三(同大) ４－６ ３－６ ５－７ 鴨打 (ポプラ) 
(男子ダブルス)（Ｂ－３２） 
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▽１回戦 
川廷・八木(同大) １－６ ０－６ １－６ 山岸･志村(慶応大) 
 

１９３０（昭和 ５）年 

◆社会：浜口雄幸首相、暗殺される。 

       特急『つばめ』運転開始(東京～神戸間)(10/1)。 

◇SPT ：第1回 ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟｻｯｶｰ(7/13～ ｳﾙｸﾞｱｲ) 

◆本  学：(庭球部の対立教定期戦をきっかけに) 

学友会(各部)－第１回 対 立教定期戦､立教にて開催(5/ )。 

(同志社校友会同窓会報第165号S 7/6 刊) 

 ﾃﾞ杯選手 安部 民雄､本学に迎える。 

 

１９３０（昭和 ５）年 

【定期戦】第３回  対 立教大学戦 

           （ ９月２４日・２５日 同志社） 

     × 同志社 ４（複１－２ 単３－３）５ 立教大 

 (ダブルス) 

Ｎo１×隠岐・古川 ３-６ １-６ ６-２ ３-６ 松尾・北原 
Ｎo２×八木・三宅 ６-２ ４-６  ４-６ １-６ 藤沢・東 
Ｎo３○篠瀬・布川 ４-６ ６-４ ６-０ ６-４ 小宮山・田中 
 (シングルス) 
Ｎo１○古川直二郎 6-4 6-2 3-6  3-6  6-4    藤沢 
Ｎo２×八木千代三  6-0 6-4 2-6 2-6 2-6    東 
Ｎo３○隠岐 貞夫 ６－２ ６－３ ６－１  松尾 
Ｎo４×篠瀬 秀雄  4－6 5－7 6－3 1－6   北原 
Ｎo５○三宅 徳郎 ６－３ ６－４ ６－３   小宮山 
Ｎo６×城野 修一  6-2 6-3 6-8 3-6 3-6  伊與田 
 
１９３０（昭和 ５）年 

【毎日庭球選手権】第９回 

    （ ４月２９日～５月１１日 甲子園・浜寺） 
(男子ダブルス) 

▽２回戦 
田村・布川(同大)   ３－６ ０－６   中村・鵜原(関 学) 
 
１９３０（昭和 ５）年 

【関西庭球選手権】第９回 

       （ ８月３１日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽４回戦 
古川直二郎(同大)   １－６ １－６   桑原  (神商大) 
 
１９３０（昭和 ５）年 

【関西学生庭球選手権】第６回 

       （ ９月２２日～    ） 
(男子ダブルス) 

▽準々決勝 
八木・三宅 ６－３ ３－６ ２－６ 伊藤 兄弟((旧)甲南高) 
 

１９３０（昭和 ５）年 

【全日本庭球選手権】第９回 

     （１１月 １日～１０日 早大 上井草） 
(男子シングルス)（Ｂ－６４） 

▽１回戦 
八木千代三(同大) ４－６ ２－６ ２－６ 牧野 (一橋大) 
古川直二郎(同大)  ２-６  ６-３ ３-６ ３-６  西村 (慶応大) 
(男子ダブルス)（Ｂ－３２） 
▽１回戦 

八木・三宅(同大) ４－６ １－６ ２－６  松尾・相良(明治大) 
 
１９３１（昭和 ６）年 

◆社会：満州事変勃発(9/18)。英､金本位制廃止。ｴｼﾞｿﾝ死去。 

        ﾊｰﾝﾄﾞﾝ・ﾊﾟﾝｸﾞﾎﾞｰﾝ(米)は､青森より離陸し､ 

北太平洋無着陸飛行成功(10/3～10/5)。 

◇ﾃﾆｽ ：全日本学生庭球連盟設立。 

◆本  学：学友会 第2回 対 立教定期戦､本学にて開催。 

両校 500名参加(庭球、卓球、水泳、野球、剣道、籠球、蹴球、 

英語弁論大会) 堀 貞一 祈祷、ﾊﾟﾚｯﾄ博士聖書朗読、総長式辞、 

当日新島八重葬儀日の為、葬儀時間中黙祷す。 

(校友会同窓会報(創立60周年記念誌) S12刊) 

◇本学ﾃﾆｽ：大学庭球部-【定期戦】第4回 対 立教大学戦 
( 月  日･  日 同志社) ○ 5－4勝利(複-榎本･城野、戸川･武井、 

八木･三宅、単-榎本、浅野、武井、戸川、三宅、八木)。 

 (同志社校友会同窓会報第165号S 7/6 刊) 

庭球部-関西庭球ｲﾝｶﾚ-八木･三宅1－3 準優勝全国ﾗﾝｷﾝｸﾞ上位入り 

(校友会会報(創立60周年記念誌)) (同志社ｽﾎﾟｰﾂの歩み1960刊) 

 

１９３１（昭和 ６）年 

【定期戦】第４回  対 立教大学戦 

           （ ９月 ９日・１０日 立教大） 

     ○ 同志社 ５（複２－１ 単３－３）４ 立教大 

 (ダブルス) 

Ｎo１○岡本・城野 ６－２ ８－６ ６－１ 中島・樹 
Ｎo２×戸川・武井 0-6  6-3 10-8 0-6  3-6  田中・大川 
Ｎo３○八木・三宅 ６－１ ９－７ ７－５ 佐久間・伊與田 

 (シングルス) 
Ｎo１×榎本 重俊 ０-６ ４-６ 10-８ ２-６ 田中 
Ｎo２○浅野    ７－５ ６－２ ６－２ 大川 
Ｎo３×武井 安夫 ３-６ １-６ ６-４ ３-６ 桂 
Ｎo４×戸川 保之 ６－８ １－６ ３－６ 伊與田 
Ｎo５○三宅 徳郎 ６－４ ６－２ ６－０ 田中(鐘) 
Ｎo６○八木千代三 ６－３ ６－３ ６－３ 佐久間 
 
１９３１（昭和 ６）年 

【毎日庭球選手権】第１０回 

       （ ４月２６日～    浜寺） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
古川直二郎(同大)  12－10 ２－６ ４－６ 戎  (関 大) 
 
１９３１（昭和 ６）年 

【関西庭球選手権】第１０回 

       （ ８月３０日～９月６日 甲子園） 
(男子シングルス) (男子ダブルス) 

 
１９３１（昭和 ６）年 

【関西学生庭球選手権】第７回 

     （ ９月１４日～    ） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
八木千代三     ４－６ ６－８   長棟   (関 大) 
▽4回戦 
一木 (同高商)    ０－６ ２－６    戎    (関 大) 
(男子ダブルス) 

▽２回戦 
西尾・西尾(同高商) ０－６ ０－６   永田・長棟 (関 大) 



 

 5

▽３回戦 
小池・西脇(同高商) ３－６ １－６   永田・長棟 (関 大) 
▽準々決勝 
八木・三宅    ２－６ ４－６   戎 ・藤井 (関 大) 
 
１９３１（昭和 ６）年 

【関西庭球インターカレッジ秋季トーナメント】 

       （  月  日～    ） 
(男子ダブルス) 

▽決 勝 
八木・三宅(同大)    １－３    堀越・鵜飼 (関 学) 
〈準優勝〉 

 

１９３１（昭和 ６）年 

【全日本庭球選手権】第１０回 

           （１１月 ８日～１７日 甲子園） 
(男子シングルス)（Ｂ－６４） 

▽１回戦 
八木千代三(同大) ３－６ ２－６ ２－６ 吉川 (早稲田大) 
三宅 徳郎(同大) １－６ ０－６ ２－６ 山岸 (慶応大) 
(男子ダブルス)（Ｂ－３２） 

▽１回戦 
八木・三宅(同大)        def       新谷・河村(名高商) 
▽２回戦 
八木・三宅(同大) ２-６ ６-１ ２-６ ４-６ 秋元・上原(大沢商会) 
 
１９３１（昭和 ６）年 

【京都選手権テニス大会】 

（  月  日～    ） 
(男子シングルス)〈優 勝〉 (男子ダブルス)〈優 勝〉 

 

１９３２（昭和 ７）年 

◆社会：5.15事件(犬養毅首相､暗殺される)。 

       日満議定書調印。満州国建国宣言。 

       ﾄﾞｲﾂ､ﾅﾁｽが第１党になる。 

◇SPT ：第1回 日本ﾀﾞｰﾋﾞｰ(4/24 目黒)。 

       第3回 冬季五輪 ﾚｲｸﾌﾞﾗｼｯﾄﾞ大会(2/4～2/13) 

       第10回 ﾛｽｱﾝｾﾞﾙｽ五輪(7/30～8/14)。 

◇ﾃﾆｽ ：佐藤次郎全仏､全英で活躍世界ﾗﾝｷﾝｸﾞ 3位 

同時代に布井、山岸、藤倉、三木など活躍。 

   第２回【全日本学生東西対抗庭球試合】 

(10月16日･17日浜寺) 
◆本   学：栄光館、ｱｰﾓｽﾄ館、新島会館完成。新島八重永眠。 

◇本学ﾃﾆｽ：全日本学生ﾃﾆｽﾗﾝｷﾝｸﾞ－複8位八木・長辻。 

 

１９３２（昭和 ７）年 

【定期戦】第５回  対 立教大学戦 

           （ ６月１７日・１８日 同志社） 

     ○ 同志社 ５（複２－１ 単３－３）４ 立教大 

 (ダブルス) 

Ｎo１○八木・三宅 ７－５ ９－７ ６－１ 佐久間・伊與田 
Ｎo２×戸川・武井 0-6  6-3  10-8  0-6  3-6田中・大川 
Ｎo３○榎本・城野6-2  3-6  8-6  9-11  6-1 中島・桂 
 (シングルス) 
Ｎo１○八木千代三 ６－３ ６－３ ６－３ 佐久間 
Ｎo２○三宅 徳郎 ６－４ ６－２ ６－０ 田中 (鐘) 
Ｎo３×戸川 保之 ６－８ １－６ ３－６ 伊與田 
Ｎo４×武井 安夫 ３-６ １-６ ６-４ ２-６   桂 

Ｎo５○城野 修一 ７－５ ６－２ ６－２ 大川 
Ｎo６×榎本 重俊 ６-０ ４-６ ０-６ ２-６  田中 (綱) 
 
１９３２（昭和 ７）年 

【毎日庭球選手権】第１１回 

   （ ４月２５日～５月３日 浜寺・甲子園） 
(男子ダブルス) 

▽準々決勝 
八木・三宅(同大) １－６ ３－６ ３－６ 秋元･上原 (大沢商会) 
 
１９３２（昭和 ７）年 
【関西大学対抗庭球トーナメント】 

           （  月  日～    ） 
＜男子＞ 

▽２回戦 
   × 同志社高商 ２（複 －  単 － ）７ 関 大 

 
１９３２（昭和 ７）年 

【全日本学生庭球選手権】第４回 

         （ ８月１５日～    甲子園） 
▽準々決勝 八木・三宅 (同大)－ 
 
１９３２（昭和 ７）年 

【関西学生庭球選手権】第８回 

       （ ９月 １日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽１回戦 
常盤 達夫 ６－２ ５－７ ６－３ 隈本    (関 大) 
▽４回戦 
岩崎 善祐   １－６ ０－６   藤井    (関 大) 
三宅 徳郎 ３－６ ６－２ ２－６ 木下    (関 学) 
▽５回戦 
八木千代三   １－６ ４－６   藤井    (関 大) 
(男子ダブルス) 

▽４回戦 
八木・三宅   ６－３ ６－３   木本・高橋 (関 学) 
▽準々決勝 
八木・三宅   ６－４ ６－２   田中・今中 (三 高) 
▽準決勝 
八木・三宅 ６-３ ７-９ ６-１ ６-３ 不破･光村((旧)甲南高) 
▽決 勝 
八木・三宅 ６-４ ７-９ ３-６ ２-６ 堀越・鵜原 (関 学) 
〈準優勝〉 

 

１９３２（昭和 ７）年 

【関西庭球選手権】第１１回 

       （ ９月１１日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
小西  (同高商)   １－６ １－６   戎    (関 大) 
城野 修一(同大)   ３－６ ５－７   藤井   (関 大) 
(男子ダブルス) 

▽準々決勝 
八木・三宅(同大)   １－６ ５－７   堀越・鵜原(関 学) 
 
１９３２（昭和 ７）年 

【全日本学生東西対抗庭球試合】第２回 

           （１０月１６日・１７日 浜寺） 
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＜男子＞ 

     × 西 軍 ３（複１－４ 単２－６）１０ 東 軍 

 (ダブルス) 

Ｎo３×八木・三宅 ６－３ １－６ ６－４ 後藤・榎本 

        (同 大)     ０－６ ２－６       (東京大) 
 

１９３２（昭和 ７）年 

【全日本庭球選手権】第１１回 

        （１０月２９日～１１月１２日 帝大・早大） 
(男子シングルス)（Ｂ－６４） 

▽１回戦 
長辻(三宅)徳郎(同大)  ６－２ ６－３ ６－３ 岡田    (慶応大) 
八木千代三(同大) ２－６ ３－６ ４－６ 藤倉  (明治大) 
▽２回戦 
長辻(三宅)徳郎(同大)  ０－６ ２－６ １－６ 山岡   (早稲田大) 
(男子ダブルス)（Ｂ－３２） 

▽１回戦 
八木･長辻(三宅)(同大)６-３ ２-６ ４-６ ３-６石川･服部(早稲田) 
 

１９３３（昭和 ８）年 

◆社会：日本､国際連盟を脱退(3/27)。ﾆｭｳﾃﾞｨｰﾙ政策開始(3/4)。 

       ﾄﾞｲﾂ ﾅﾁｽ､ﾋﾄﾗｰ内閣成立。 

日本の綿布輸出量､英国を抜き､世界一。 

◇ﾃﾆｽ ：【全国高専庭球大会】   【甲子園春季ﾄｰﾅﾒﾝﾄ】 
◇本学ﾃﾆｽ：同志社高商庭球部､全国高専庭球大会で優勝。 

       (校友会同窓会報(創立60周年記念誌) S12刊) 

 
１９３３（昭和 ８）年 
【全国高専庭球大会】 

           （  月  日～    ） 
同志社高商庭球部〈優 勝〉 

 
１９３３（昭和 ８）年 

【甲子園春季トーナメント】 

（  月  日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
岩崎 善祐(同大)   ２－６ ３－６   藤井    (関 大) 
(男子ダブルス) 

▽３回戦 
岩崎・常盤(同大)   ０－６  ４－６   戎 ･川廷(関  大) 
 
１９３３（昭和 ８）年 

【毎日庭球選手権】第１２回 

      （ ４月２２日～２７日 浜寺・甲子園） 
(男子ダブルス) 

▽1回戦 
榎本・城野(同大) ３－６  ６－１ ６－０ 木山・尾崎(関  大) 
    （２回戦以降戦績 不明） 
 

１９３３（昭和 ８）年 

【関西学生庭球選手権】第９回 

       （ ８月 ３日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽１回戦 
北川 武造   ０－６ ０－６   山田   (関 大) 
宮尾 弘道 ６－４ １－６ ６－４ 隈本   (関 大) 
▽２回戦 

石田（同大）  ３－６ １－６   倉光   (関 大) 
宮尾 弘道 
▽３回戦 
岩崎 善祐   ２－６ ４－６   尾崎 (信) (関 学) 
宮尾 弘道   ２－６ ６－８   尾崎   (関 大) 
三宅 徳郎   ６－３ ６－１   龍田   (関 学) 
▽４回戦 
三宅 徳郎   ６－０ ６－２   尾崎   (関 大) 
▽準々決勝 
三宅 徳郎   ７－５ ６－４   尾崎 (信)  (関 学) 
▽準決勝 
三宅 徳郎 ０－６ ３－６ １－６ 増山   (京 大) 
(男子ダブルス) 

▽１回戦 
三宅・城野   ６－４ ６－３   木山・尾崎 (関 大) 
▽２回戦 
三宅・城野    (スコアー不明) 
宮尾・岩崎   (スコアー不明) 
▽３回戦 
宮尾・岩崎   ２－６ ０－６   尾崎・村木 (関 学) 
 
１９３３（昭和 ８）年 

【関西庭球選手権】第１２回 

       （ ９月１０日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
石田      (同大) ２－６ ０－２  def    戎   (ｶｼﾞﾏﾔ倶楽部) 
岩崎 善祐(同大)   ４－６ ３－６   倉光  (関 大) 
▽３回戦 
三宅 徳郎(同大)   10－８ ６－３    倉光  (関 大) 
▽４回戦 
三宅 徳郎(同大)     １－６ ９－11   林   (京 大) 
 
１９３３（昭和 ８）年 

【全日本学生東西対抗庭球試合】第３回 

           （１０月２１日・２２日 浜寺） 
＜男子＞ 

     × 西 軍 ０（複０－５ 単０－８）１３ 東 軍 

 (ダブルス) 

Ｎo２×三宅・村木 ２－６ ４－６ ３－６ 西村・山岸 

   （同大・関学）             （慶  大） 

 
１９３３（昭和 ８）年 

【全日本庭球選手権】第１２回 

           （１１月 ５日～１７日 甲子園） 
(男子シングルス)（Ｂ－６４） 

▽１回戦 
三宅 徳郎(同大)        def        若田  (明治大) 
▽２回戦 
三宅 徳郎(同大) ７-５ ３-６ ３-６ ２-６ 藤倉 (明治大) 
 
１９３４（昭和 ９）年 

◆社会：室戸台風来襲(9/21)。住友を先鞭とする満州進出始まる。 

      東北冷害･西日本早害･関西風水害の為､米等大凶作。 

◇SPT ：ﾌﾟﾛ野球ﾁｰﾑ(大日本東京野球倶楽部)誕生(12/26)。 

◇ﾃﾆｽ ：ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ大会､混合ﾀﾞﾌﾞﾙｽ優勝 

－三木竜喜・ﾗｳﾝﾄﾞ(英国)組。 

◇本学ﾃﾆｽ：三宅 徳郎､東西対抗のﾒﾝﾊﾞｰに入る。 
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 坂野 主務､学連幹事長で活躍。名古屋での東西対抗戦を計画､ 

西軍の監督を務める。(同志社ｽﾎﾟｰﾂの歩み1960刊) 

【関西大学ﾘｰｸﾞ戦】(  月  日～    ) 
     ①神戸商大 (現・神大) ②関学大  ③同志社大 

     ④阪大 ⑤京大 ⑥大阪商大(現・大市大)⑦関大 

 

１９３４（昭和 ９）年 

【関西大学リーグ戦】 

       （  月  日～    ） 
①神戸商大 (現・神大)       ②関学大     ③同志社大 

④阪大 ⑤京大  ⑥大阪商大 (現・大市大)  ⑦関大 

 

１９３４（昭和 ９）年 

【毎日庭球選手権】第１３回 

     （ ５月 １日～ ６日 浜寺） 
(男子ダブルス) 

▽２回戦 
三宅・常盤(同大) ８－６ ３－６ ２－６ 藤井･倉光(関  大) 
 

１９３４（昭和 ９）年 

【関西学生庭球選手権】第１０回 

       （ ８月 ６日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽１回戦 
北川 武造   ０－６ １－６   倉光    (関 大) 
村上（同大）  ３－６ ４－６   寺沢    (関 大) 
▽４回戦 
一木 実也   ０－６ １－６   木下     (関 学) 
(男子ダブルス) 

▽３回戦 
富尾・中垣   ０－６ ０－６   木下・尾崎 (関 学) 
井上・一木 ６－８ ６－４ ３－６ 高橋・窪井 (関 学) 
城野・岩崎 ３－６ ６－３  15－13  北福・山田  (関 大) 
▽準々決勝 
城野・岩崎   ４－６ １－６   清洲・川村 (関 学) 
 

１９３４（昭和 ９）年 

【関西庭球選手権】第１３回 

       （ ９月１０日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
城野  (同高商)   ０－６ ０－６   倉光 (関 大) 
▽４回戦 
城野 修一(同大) １－６ 11－９ ２－６ 大江 (京 大) 
三宅 徳郎(同大) ２－６ ６－２ ２－６ 有岡(田辺製薬) 
(男子ダブルス) 

▽２回戦 
西脇・城野(同高商) ５－７ ６－１ ２－６ 山田・北福(関 大) 
▽３回戦 
城野・岩崎(同大)   ３－６ ６－８   藤井・倉光(関 大) 
 
１９３４（昭和 ９）年 

【関西ＯＢ・学生庭球対抗戦】 

       （  月  日～    ） 
(男子ダブルス) 

城野・三宅(OB同大)  ０－６ ２－６  戎 ･朝長(関 大) 
 
１９３４（昭和 ９）年 

【全日本庭球選手権】第１３回 

          （１１月 ４日～１４日 慶応） 
(男子シングルス)（Ｂ－６４） 

▽１回戦 
三宅 徳郎(同大) 10－12 ０－６ ２－６ 高田  (東商大) 
(男子ダブルス)（Ｂ－６４） 

▽１回戦 
城野・岩崎(同大) ５－７ １－６ ２－６ 中谷・若田(明治大) 
 

１９３５（昭和１０）年 

◆社会：ﾄﾞｲﾂ､ﾕﾀﾞﾔ人の市民権剥奪。衆議院、国体明微決議。 

       美濃部達吉の天皇機関説､批判される。 

        初の年賀郵便切手発行(12/1)。 

◇ﾃﾆｽ ：大阪でｼｮｳﾄﾊﾟﾝﾂでﾃﾆｽの女性が､<良俗>に反するとして 

他の女性会員から締め出される。 

◆本  学：湯浅 八郎(第10代)－総長に就任。 

 高商で神棚設置事件起こる。 

◇本学ﾃﾆｽ：大学庭球部-(西脇、城野、山口、藤井、宮尾弘道、 

神社一郎)   (校友会同窓会報(創立60周年記念誌) S12刊) 

 

１９３５（昭和１０）年 

【毎日庭球選手権】第１４回 

（ ４月 ３０日～５月５日 浜寺） 

(男子シングルス) 

▽３回戦 
井上 元正(同大)   ０－６ １－６   藤井 (関  大) 
 

１９３５（昭和１０）年 

【関西学生庭球選手権】第１１回 

       （ ８月 ８日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽１回戦 
荒木 彰夫   １－６ ０－６   奥村    (関 大) 
城野 修一   ６－０ ６－１   春山    (関 大) 
▽２回戦 
改発 輝弥   ０－６ １－６   広瀬    (関 大) 
(男子ダブルス) 

▽２回戦 
小林・荒木 ３－６ ６－３ ６－４ 春山・山崎 (関 大) 
▽３回戦 
岩田・竹端   １－６ ０－６   倉光・奥村 (関 大) 
 
井上・北川 ７－９ ６－３ ６－３ 広瀬・川勝  (関 大) 
▽準々決勝 
一木・井上   ２－６ ３－６   川村・清洲 (関 学) 
 

１９３５（昭和１０）年 

【関西庭球選手権】第１４回 

        （ ９月 ７日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽３回戦 
城野 修一(同大)   ０－６ ２－６   尾崎  (関 学) 
(男子ダブルス) 

▽２回戦 
宮尾・城野(同大)   ２－６ ４－６   藤井・倉光(関 大) 
 
１９３６（昭和１１）年 

◆社会：日､ﾛﾝﾄﾞﾝ軍縮。2.26事件。日､独防共協定調印。 
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◇SPT：第4回 冬季五輪 ｶﾞﾙﾐｯｼｭ・ﾊﾟﾙﾃﾝｷﾙﾍﾝ大会(2/6～2/16) 

       第11回 ﾍﾞﾙﾘﾝ五輪(8/1～8/16)。 

◇本学ﾃﾆｽ：同志社高商､全国高専庭球大会で優勝。 

 

１９３６（昭和１１）年 

【定期戦】第９回  対 立教大学戦 

         （  月  日・  日 同志社） 

     × 同志社 ３（複１－２ 単２－４）６ 立教大 

 (ダブルス) 

Ｎo１○井上・北川 １-６ ７-５ ６-３ ９-７田中(網)・山県 
Ｎo２×城野・中垣 5-7  4-6  6-4  6-4  1-6 岡  ・高橋 
Ｎo３×桂 ・岩田 ０－６ １－６ １－６ 田中(能)・志賀 
 (シングルス) 
Ｎo１×井上 元正 ２-６ １-６ ６-３ ３-６ 田中 (網) 
Ｎo２○城野 修一 ６－３ ６－１ ６－１ 岡 
Ｎo３○北川 武造 ６-３ ９-７ １-６ ６-２ 広瀬 
Ｎo４×中垣 正綱 ２－６ ０－６ ３－６ 山県 
Ｎo５×桂     ０－６ ２－６ ２－６ 志賀 
Ｎo６×岩田惣一郎 １－６ １－６ ２－６ 田中 (能) 
 
１９３６（昭和１１）年 

【毎日庭球選手権】第１５回 

       （ ５月 １日～７日 浜寺） 
(男子ダブルス) 

▽３回戦 
城野・中垣(同大)   １－６ ０－６   木下・清洲 (関  学) 
 

１９３６（昭和１１）年 

【全日本学生庭球選手権】第８回 

         （ ８月  日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽４回戦 
井上 元正(同大)  １－６ ２－６   木下  (関 学) 
 

１９３６（昭和１１）年 

【関西学生庭球選手権】第１２回 

     （ ８月 ５日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽準々決勝 
井上 元正     １－６ ３－６   木下 (順) (関 学) 
 
１９３６（昭和１１）年 

【関西庭球選手権】第１５回 

        （ ９月  日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽１回戦 
北川 武造(同大)   ３－６ ２－６   奥村  (関 大) 
▽４回戦 
井上 元正(同大)   ０－６ ２－６   龍田  (関 学) 
岩田   (同大)   １－６ ０－６   木下  (関 学) 
(男子ダブルス) 

▽２回戦 
井上・北川(同大)   ３－６ ２－６   戎・倉光(関 大) 
 
１９３６（昭和１１）年 

【全日本庭球選手権】第１５回 

          （１０月２８日～ ９日 早大・明大） 
(男子シングルス)（Ｂ－６４） 

▽１回戦 
井上 元正(同大)      def       不破  (甲南高) 
(男子ダブルス)（Ｂ－３２） 

▽１回戦 
井上・北川(同大)      def       佐藤(東京ｸ)･伊藤(神戸ｸ) 
 
１９３７（昭和１２）年 

◆社会：盧溝橋事件(日中戦争勃発)(7/7)。 

       国民政府､国共合作を宣言。日､独､伊､三国防共協定調印。 

◇ﾃﾆｽ ：甲子園100面ｺｰﾄ完成。 

◆本   学：神棚事件等で､湯浅総長－(引責)辞任。 

◇本学ﾃﾆｽ：第10回 対 立教定期戦 敗戦､これ以後昭和16年まで 

連敗する。(同志社ｽﾎﾟｰﾂの歩み1960刊) 

 
１９３７（昭和１２）年 

【定期戦】第１０回 対 立教大学戦 

         （  月  日・  日 立教大） 

     × 同志社  （複 －  単 － ）  立教大 

 

１９３７（昭和１２）年 

【関西学生庭球選手権】第１３回 

       （ ４月 ７日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽１回戦 
荒木 彰夫   １－６ ０－６   奥村    (関 大) 
城野 修一   ６－０ ６－１   春山    (関 大) 
▽２回戦 
改発 輝弥   ０－６ １－６   広瀬    (関 大) 
▽４回戦 
北川 武造   ３－６ ３－６   宮井    (関 学) 
岩田惣一郎   ３－６ ０－６   生島    (関 学) 
▽準々決勝 
井上 元正   ３－６ ０－６   生島    (関 学) 
（男子ダブルス〉 

▽２回戦 
小林・荒木 ３－６ ６－３ ６－４ 春山・山崎 (関 大) 
▽３回戦 
岩田・竹端   １－６ ０－６   倉光・奥村 (関 大) 
▽準々決勝 
井上・北川 ７－９ ６－３ ６－３ 広瀬・/川勝 (関 大) 
▽準決勝 
井上・北川 ５－７ ４－６ ３－６ 宮井・/生島 (関 学) 
 

１９３７（昭和１２）年 

【関西Ｂクラス庭球トーナメント】 

     （  月  日～    ） 
(男子ダブルス) 

▽準決勝 
城野・岩田(同大) 7-5 6-8 6-4 6-8 5-7 中村・今井(関 大) 
 

１９３７（昭和１２）年 

【関西庭球トーナメント】ローンテニス社 

     （  月  日～    ） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
竹端  策(同大) ２－６ ６－３ ８－10 池北    (関  大) 
(男子ダブルス) 

▽１回戦 
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小林・改発(同大)   ６－１ ６－３   池北・堀内(関  大) 
 

１９３７（昭和１２）年 

【関西庭球選手権】第１６回 

    （ ９月 ５日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
中垣 正綱(同大) ２－６ ６－０ ６－２ 川勝  (関 大) 
岩田惣一郎(同大)   ６－３ ６－３   中村  (関 大) 
北川 武造(同大)   ６－１ ６－３   福田  (関 大) 
    （上記３名の３回戦戦績 不明） 
▽３回戦 
井上 元正(同大)   ２－６ ３－６   奥村  (関 大) 
▽４回戦 
城野 修一(同大)   １－６ ０－６   生島   (関 学) 
(男子ダブルス) 

▽２回戦 
中垣・竹端(同大) ４－６ ８－６ ３－６ 池北・堀内(関  大) 
城野・岩田(同大) ６－０ ４－６ ６－３ 今井・中村(関 大) 
小林・改発(同大)   ０－６ ０－６   倉光・奥村(関 大) 
▽準々決勝 
城野・岩田(同大)   ３－６ ８－10   奈智・山県(関 学) 
 
１９３７（昭和１２）年 

【全日本庭球選手権】第１６回 

           （１１月１０日～１９日 甲子園） 
(男子シングルス)（Ｂ－６４） 

▽１回戦 
岩田惣一郎(同大) ２－６ ４－６ ３－６ 岡田  (慶応大) 
井上 元正(同大) ２－６ ４－６ ２－６ 高橋  (東京大) 
(男子ダブルス)（Ｂ－３２） 

▽１回戦 
井上・北川(同大) ５-７ ４-６ ８-６ ５-７ 中野･松本(法政大) 
(混合ダブルス) 第３回 

▽１回戦 
川廷(OB同大)･ピアーズ  ４－６ ２－６  田中・飯田 
 
１９３７（昭和１２）年 

【全日本学生東西対抗庭球試合】第７回 

           （１１月２２日・２３日 甲子園） 
＜男子＞ 

     × 西 軍 ３（複１－４ 単２－６）１０ 東 軍 

 (ダブルス) 

Ｎo５○井上・北川 ６－２ ６－３ ６－０ 高橋・中林 

       （同 大）             （八 高） 

 
１９３８（昭和１３）年 

◆社会：国家総動員法公布(4/1)施行(5/5)。ﾄﾞｲﾂ､ｵｰｽﾄﾗﾘｱを併合。 

◇SPT ：東京五輪(1940年開催)返上決定。 

◆本   学：牧野 虎次－総長に就任。 

◇本学ﾃﾆｽ：第11回 対 立教定期戦 敗戦。 

(同志社ｽﾎﾟｰﾂの歩み1960刊) 

 

１９３８（昭和１３）年 

【定期戦】第１１回 対 立教大学戦 

         （  月  日・  日 同志社） 

     × 同志社  （複 －  単 － ）  立教大 

 

１９３８（昭和１３）年 

【関西学生庭球選手権】第１４回 

     （ ４月 ３日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽４回戦 
中村  (同大)   １－６ ６－８   富永    (関 学) 
(男子ダブルス) 

▽準々決勝 
中村・今井  ４－６ ６－４ ３－６ 生島・山縣 (関 学) 
 
１９３８（昭和１３）年 

【関西庭球選手権】第１７回 

       （ ９月 ４日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
竹端  策(同大) ８－６ ３－６ ６－８ 秋草    (関 大) 
守屋   (同大)     １－６ ２－６   奥村  (関 大) 
山本      (同大)     ４－６ １－６    池北  (関 大) 
太田   (同高商)   ６－８  ６－８   今井  (関 大) 
福持    (同高商) ３－６ ６－４ ２－６  広瀬  (関 大) 
(男子ダブルス) 

▽１回戦 
荒木・山本(同大)   ６－３ ６－１   松田･渡辺(関  大) 
▽２回戦 
荒木・山本(同大)   ０－６ ０－６   広瀬･奥村(関 大) 
 
１９３８（昭和１３）年 

【京都オープン庭球トーナメント】 

       （  月  日～    ） 
(男子シングルス) 

▽準々決勝 
岩田惣一郎(同大)   ６－４ ６－３   福田  (関 大) 
 
１９３９（昭和１４）年 

◆社会：国民徴用令公布。ﾄﾞｲﾂ､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞに進撃。 

       英仏､ﾄﾞｲﾂに宣戦布告(第二次世界大戦勃発)(9/1)。 

◇ﾃﾆｽ ：【関西学生庭球選手権】第15回 

        昭和14年度は、ゴム不足(配給制限)の為、 
       関西学生庭球選手権大会は中止 
◇本学ﾃﾆｽ：第12回 対 立教定期戦 敗戦。 

(同志社ｽﾎﾟｰﾂの歩み1960刊) 

 
１９３９（昭和１４）年 

【定期戦】第１２回 対 立教大学戦 

         （  月  日・  日 立教大） 

     × 同志社  （複 －  単 － ）  立教大 

 

１９３９（昭和１４）年 

【関西学生庭球選手権】第１５回 

 
 昭和１４年度は、ゴム不足(配給制限)の為、 
         関西学生庭球選手権大会は中止 
 
１９３９（昭和１４）年 

【毎日庭球選手権】第１８回 

       （ ５月２６日～７日間 中モズ） 
(男子シングルス) 

▽４回戦 
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岩崎 善祐 (OB同大)   ９－11 １－６   広瀬 (関  大) 
 

１９３９（昭和１４）年 

【全日本庭球選手権】第１８回 

           （１１月 ６日～１４日 甲子園） 
(男子シングルス)（Ｂ－６４） 

▽１回戦 
岩田惣一郎(同大) ２－６ ２－６ ２－６ ブンチェック (ﾕｰｺﾞ) 
 
１９３９（昭和１４）年 

【中国庭球選手権】 

       （  月  日～    ） 
(男子シングルス) 

▽準々決勝 
岩田惣一郎(同大) 10－８ １－６ ６－８ 奥村 (関  大) 
 
１９４０（昭和１５）年 

◆社会：日・独・伊・三国同盟条約､ﾍﾞﾙﾘﾝで調印(9/27)。 

紀元２６００年記念式典。独軍､パリ占領､仏､降伏。 

◇SPT ：第12回 ﾍﾙｼﾝｷ五輪(東京五輪の代替) 

     －中止(第２次世界大戦の為)。 

◆本  学：『良心の碑』大学正門前に建立。 

◇本学ﾃﾆｽ：第13回 対 立教定期戦 敗戦。 

(同志社ｽﾎﾟｰﾂの歩み1960刊) 

 

１９４０（昭和１５）年 

【定期戦】第１３回 対 立教大学戦 

           （１０月 １日     立教大） 

   × 同志社 ０（複０－３ 単０－６）９ 立教大 

 (ダブルス) 

Ｎo１×岩田・荒木 １－６ ２－６     田中・水谷 
Ｎo２×小林・池上 ５－７ １－６     吉田・河野 
Ｎo３×神社・橋本 ０－６ １－６     原田・脇田 
 (シングルス) 
Ｎo１×岩田惣一郎 ６－１ １－６ 4-3日没 田中 
Ｎo２×小林 一雄 ５－７ ６－４ ２－６ 水谷 
Ｎo３×荒木 彰夫 ２－６ ４－６     吉田 
Ｎo４×橋本  淳 ４－６ １－６     原田 
Ｎo５×池上  進 ６－３ ３－６ １－６ 河野 
Ｎo６×神社稲太郎 １－６ １－６     岡田 
 

１９４０（昭和１５）年 

【対抗戦】     対 大商大戦 

           （  月  日     ） 

   × 同志社  （複 －  単 － ）  大商大 

 

１９４０（昭和１５）年 

【関西学生庭球選手権】第１５回 

     （ ５月 ６日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽４回戦 
松浦 靖雄 ２－６ ７－５ ２－６ 山縣    (関 学) 
(男子ダブルス) 

▽3回戦 
松浦・上野   ０－６ ３－６   儀賀・川副 (関 学) 
 
１９４０（昭和１５）年 

【毎日庭球選手権】第１９回 

       （ ７月１６日～    中モズ） 
(男子ダブルス) 

▽２回戦 
松浦・上野(同大)   ６－４ ６－４   角野･森田 (関  学) 
    （３回戦以降 不明） 
 

１９４０（昭和１５）年 

【全日本学生庭球選手権】第１２回 

           （ ８月 ５日～１６日 甲子園） 
(男子シングルス) 

▽２回戦 
上野  (同大) ６－１ ４－６ ６－３ 清水    (関 大) 
    （上野の３回戦戦績 不明） 
▽３回戦 
松浦 靖雄 ７－５ ２－６ ２－６ 中村    (関 学) 
 

１９４０（昭和１５）年 

【全日本庭球選手権】第１９回 

     （ ８月２８日～９月８日 田園Ｃ） 
(男子シングルス)（Ｂ－６４） 

▽１回戦 
松浦 靖雄(同大)       def     山川   (慶応大) 
〈男子ダブルス〉 

▽１回戦 
城野･岩崎   ５－７ １－６ ２－６ 中谷･若田  (明治大） 
 
１９４０（昭和１５）年 

【関西庭球選手権】第１９回 

       （ ９月１５日～２３日 甲子園） 
(男子シングルス) 

▽５回戦 
松浦 靖雄(同大)   ２－６ ２－６   山縣  (関 学) 

 
１９４１（昭和１６）年 

◆社会：東条英機内閣成立。 

       日本、対米英に宣戦布告(太平洋戦争勃発)(12/8)。 

 防空頭巾･もんぺ･ｹﾞｰﾄﾙの非常時服装急増。 

◇ﾃﾆｽ ：審判用語が日本式となる。 

       【毎日庭球選手権】第20回 中 止 
       【関西庭球選手権】第20回 (11月 8日～16日 甲子園) 
◇本学ﾃﾆｽ：第14回 対 立教定期戦 敗戦。 

(同志社ｽﾎﾟｰﾂの歩み1960刊) 

 
１９４１（昭和１６）年 

【定期戦】第１４回 対 立教大学戦 

           （  月  日     同志社） 

   × 同志社  （複 －  単 － ）  立教大 

 

１９４１（昭和１６）年 

【全日本学生東西対抗庭球試合】第１１回 

           （  月  日・  日 ） 
＜男子＞ 

     × 西 軍 ４（複２－２ 単２－５）７ 東 軍 

 (ダブルス) 

   ○桜井・片岡 7-9 1-6 6-4 7-5 4-6 斉藤・松井 

     （同大・京大）            （慶応大） 

 (シングルス) 

   ○田平 興一 ３－６ ５－７ ３－６ 平井 
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      （同 大）             （法政大） 

 
１９４１（昭和１６）年 

【関西学生庭球選手権】第１６回 

     （ ４月２０日～    甲子園） 
(男子シングルス) 

▽４回戦 
松浦 靖雄 ２－６ ７－５ ２－６ 山縣    (関 学) 
(男子ダブルス) 

▽準々決勝 
松浦・上野 ２－６ ６－４ ３－６ 山縣・黒川 (関 学) 
 

１９４１（昭和１６）年 

【毎日庭球選手権】第２０回  中 止 
 
１９４１（昭和１６）年 

【関西庭球選手権】第２０回 

       （１１月 ８日～１６日 甲子園） 
(男子シングルス) (男子ダブルス) 

 
１９４２（昭和１７）年 

◆社会：日・独・伊・三国軍事協定ﾍﾞﾙﾘﾝで調印(1/18)。 

       ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ占領。ﾐｯﾄﾞｳｪｲ海戦で敗北。 

       銑鉄生産高､戦前最高に達する。 

◇ﾃﾆｽ ：【全日本庭球選手権】中 止  記載なし 

◆本   学：新島遺品庫竣工。 

◇本学ﾃﾆｽ：【定期戦】第15回 5対4 立教大学戦 勝利。 

【定期戦】第   回 2対7 京都大学戦 敗戦。 

【定期戦】第１ 回 4対5 大阪商科大学戦 敗戦。 

(創始者)昭和17年卒 橋本 淳 氏。(同志社ｽﾎﾟｰﾂの歩み1960刊) 

 

１９４２（昭和１７）年 

【定期戦】第１５回 対 立教大学戦 

         （  月  日・  日 立教大） 

   ○ 同志社 ５（複 －  単 － ）４ 立教大 

（同志社メンバー） 
橋本 池田 神社 由良 松浦 田平 桜井(敬) 

 
１９４２（昭和１７）年 

【定期戦】     対 京都大学戦 

         （  月  日     ） 

   × 同志社 ２（複 －  単 － ）７ 京都大 

（同志社メンバー） 
          橋本 池田 神社 由良 松浦 田平 桜井(敬) 
（京大メンバー）久野 片岡 大野 中條 飯尾 服部 
（京大全盛時代）関西大学対抗－優勝 全国大会－第３位 
 

１９４２（昭和１７）年 

【定期戦】第１回  対 大阪商科大学戦 

         （  月  日     ） 

   × 同志社 ４（複 －  単 － ）５ 大商大 
 
（創始者）昭和１７年卒 橋本 淳 氏 
 
１９４２（昭和１７）年 

【関西庭球選手権】第２１回 

       （ ５月１６日～２４日 甲子園） 
(男子シングルス) (男子ダブルス) 

▽ 回戦  橋本 淳(同大) － ○村山 (甲子園ク) 
橋本主将以下－全員出場 

 

１９４２（昭和１７）年 

【毎日庭球選手権】第２１回 

       （ ８月 ７日～１４日 中モズ） 
(男子シングルス) 

▽準々決勝 
松浦 靖雄(同大)  ０-６ ６-２ ５-７ １-６ 乾  (関  学) 
 
１９４２（昭和１７）年 

【関西学生庭球選手権】第１７回 

       （１１月  日～  日 甲子園） 
(男子シングルス) (男子ダブルス) 

辻本主将以下－全員出場 
 

１９４２（昭和１７）年 

【全日本庭球選手権】予選－京都地区大会 

        （  月  日～  日 ） 
 (男子ダブルス) 

▽決 勝   橋本・神社(同大)〈優 勝〉 

 

１９４２（昭和１７）年 

【全日本庭球選手権】     中止 記載なし 
 

１９４２（昭和１７）年 

【全日本庭球選手権】第２１回 

     （  月  日～ 月 日 ） 
(男子シングルス)（Ｂ－６４） 

▽１回戦 
松浦 靖雄(同大)       def     山川   (慶応大) 
 

１９４３（昭和１８）年 

◆社会：学徒出陣(10/21)。徴兵猶予制度廃止。 

       伊､無条件降伏(9/8)。鋼材生産高､戦前最高に達する。 

◇ﾃﾆｽ ：(戦争の為 中止 記載なし) 
◇本学ﾃﾆｽ：軍から庭球部、解散命令を受ける。 

  (部 員)  辻本 神社 由良 松浦 石川 守山 田平 福長 清田  
桜井(敬)  桜井(修)  高山  島図  (同志社ｽﾎﾟｰﾂの歩み1960刊) 

 

１９４４（昭和１９）年 

◆社会：ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨ上陸(6/6) 連合軍-ﾊﾟﾘ開放(8/25) 

       米軍ｻｲﾊﾟﾝ島上陸(6/15) ｿ連軍､独国境突破。 

       B29米爆撃機東京初空襲  神風特攻隊編成。 

       昭和新山(洞爺湖南岸)誕生(6/23)。 

       関門海底鉄道ﾄﾝﾈﾙ上下開通(8/8)。 

◇ﾃﾆｽ ：(戦争の為 中止 記載なし) 
◆本   学：高等商業学校は経済専門学校、 

 専門学校は外事専門学校と改称。  工業専門学校設置。 

◇本学ﾃﾆｽ：(戦争の為、庭球部解散命令により活動中止) 

(同志社ｽﾎﾟｰﾂの歩み1960刊) 

 

１９４５（昭和２０）年 

◆社会：独軍､連合軍に無条件降伏(5/7)。 

       広島(8/6AM8:15)、長崎(8/9AM11:02)－原爆投下。 

        日本軍､ﾎﾟﾂﾀﾞﾑ宣言受諾し､無条件降伏(8/15)(終戦)。 

◇ﾃﾆｽ ：(戦争の為 中止 記載なし) 
◇本学ﾃﾆｽ：(戦争の為、庭球部解散命令により活動中止) 


